
２２年 ２３年
１日目 359 361
２日目 725 849
３日目 620 639
４日目 916 1,087
５日目 1,049 519
６日目 536 939
７日目 283 586
８日目 302 708
９日目 308 322

１０日目 265 146
合 計 5,363 6,156

２２年 ２３年
１日目 288 255
２日目 252 413
３日目 330 561
４日目 427 446
５日目 521 248
６日目 317 352
７日目 312 226
８日目 129 194
９日目 450 407

１０日目 424 116
合 計 3,450 3,218

２２年 ２３年
１日目 233 475
２日目 540 608
３日目 668 706
４日目 888 783
５日目 973 777
６日目 694 732
７日目 356 479
８日目 436 536
９日目 358 440

１０日目 287 398
合 計 5,433 5,934

飛 行 機
（ Ｊ Ａ Ｃ ）

船
（高速船）

船
（フェリー）

合 計

２２年 ２３年 入込者数 2,703 9,520 2,110 14,333

１日目 4/29 4/29
２日目 4/30 4/30
３日目 5/1 5/1
４日目 5/2 5/2
５日目 5/3 5/3
６日目 5/4 5/4
７日目 5/5 5/5
８日目 5/6 5/6
９日目 5/7 5/7

１０日目 5/8 5/8

『洋上アルプスNO.195号裏面』屋久島森林環境保全センター

【ＧＷ期間中における縄文杉登山者数】

【ＧＷ期間中の交通機関別入島者数】

Ｇ Ｗ 期 間 中 の
入 林 者 数 調 査 月日

ヤクスギランド

白谷雲水峡

縄 文 杉

【ＧＷ期間中における屋久島自然休養林入林者数】

（4/29～5/8の
10日間）

屋久島山岳部利用対策協議会、
屋久島自然保護官事務所などに
よる縄文杉入り込み者調査ほか

４／２９～５／８
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屋
久
島
森
林
管
理
署
で
は
、

例
年
、

シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
開
花
時

期
に
合
わ
せ
登
山
者
が
多
く
な

る
た
め
、

森
林
パ
ト
ロ
ー

ル
の

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
例
年
よ
り
シ
ャ
ク

九
州
森
林
フ
ォ
ー

ラ
ム
i
n

屋
久
島
「
島
の
森
と
生
き
る
」

屋久島南部の植生垂直分布調査
（平成２０年度調査）

※標高400ｍﾌﾟﾛｯﾄ（湯泊林道脇）の植生

［低木層］ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅが圧倒的に多く、ﾊﾄﾞﾉｷ･ｲﾇﾋﾞﾜ･ﾋｻｶｷ･ｲﾇｶﾞ
ｼ･ｽﾀﾞｼﾞｲなども多い。

［群集および特徴的な出現樹種］ﾔｸｼﾏｵﾅｶﾞｶｴﾃﾞ-ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ群
集とするが、亜高木層にﾊﾄﾞﾉｷが多く、草本層にｶﾂﾓｳｲﾉﾃﾞ･ﾋﾛﾊﾉ
ｺｷﾞﾘｼﾀﾞが多いことに配慮すると、群集名としてこれらの種名をあ
げて表記することも可能である。なお、高木層にｼﾏｻﾙｽﾍﾞﾘ･ﾔｸｼﾏ
ｵﾅｶﾞｶｴﾃﾞが多く、亜高木層にﾊﾄﾞﾉｷが多いことが特徴的である。

［草本層］シダ類が多く、ﾋﾛﾊﾉｺｷﾞﾘｼﾀﾞを筆頭に、ｶﾂﾓｳｲﾉﾃﾞ･ﾎｳ
ﾋﾞｼﾀﾞ･ﾍﾂｶｼﾀﾞ･ﾘｭｳﾋﾞﾝﾀｲ･ﾂﾙﾎﾗｺﾞｹ･ﾇｶﾎﾞｼｸﾘﾊﾗﾝ･ｵｵｲﾜﾋﾄﾃﾞ･ｲﾜﾋ
ﾄﾃﾞ･ﾇﾘﾄﾗﾉｵ･ﾔｸｶﾅﾜﾗﾋﾞ･ﾅｶﾞﾊﾞｲﾀﾁｼﾀﾞ･ﾀｶｻｺﾞｼﾀﾞ･ｱﾏｸｻｼﾀﾞ･ｲｼｶｸﾞ
ﾏ･ﾎｿﾊﾞｺｹｼﾉﾌﾞ･ｳﾗｼﾞﾛ･ｵﾆｸﾗﾏｺﾞｹ･ﾍﾗｼﾀﾞ･ﾋﾄﾂﾊﾞ･ﾋﾒﾎﾝｸﾞｳｼﾀﾞなど
多彩である。ただし、上木の生育に伴い被植率は減少しつつあ
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TEL0997-42-0331 FAX0997-42-0333

http://www.kyusyu.kokuyurin.go.jp/syoukai/hozentop2.html

標高400mﾌﾟﾛｯﾄは、湯泊林道沿いの広葉樹二次林内に設定し
た。付近は沢部右岸の緩～急斜面である。ﾌﾟﾛｯﾄの南側は、いく
つかの岩を経て小尾根になっている。小沢を挟んだ林道沿いには
水道施設がある。凹型緩急斜面で平均傾斜は31°、E（南向き）。

［亜高木層］ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾊﾄﾞﾉｷが多く、ｲﾇﾋﾞﾜ･ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ･ﾌｶﾉｷ･ｽﾀﾞ
ｼﾞｲが続く。ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ･ｻｶｷ･ﾏﾃﾊﾞｼｲ･ﾋｻｶｷ･ｻﾝｺﾞｼﾞｭなども混生す

［高木層］ｼﾏｻﾙｽﾍﾞﾘ･ｽﾀﾞｼﾞｲ･ﾏﾃﾊﾞｼｲ･ﾔｸｼﾏｵﾅｶﾞｶｴﾃﾞ･ｴｺﾞﾉｷ･
ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ･ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞなどが混交する。ｼﾏｻﾙｽﾍﾞﾘは谷部
にまとまって生育してる。
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九

州

森

林

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
（

理
事
長

北
里
小
国

町
長
）

が
主
催
す
る
第
一
五
回

九
州
森
林
フ
ォ
ー

ラ
ム
「

島
の

森
と
生
き
る
～

自
然
の
豊
か
さ

と
共
存
す
る
暮
ら
し
～
」

が
、

去
る
五
月
十
四
日
、

屋
久
島
町

で
開
催
さ
れ
、

島
内
外
か
ら
約

一
五
〇
名
（

主
催
者
発
表
）

が

参
加
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ

の
「

Ｎ

Ｐ

Ｏ

九

州

森

林

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
」

で
は
、

林
産

地
の
自
治
体
、

森
林
組
合
、

山

を
守
ろ
う
と
い
う
林
業
家
、

水

源
の
森
づ
く
り
を
進
め
る
町
や

団
体
、

木
の
家
づ
く
り
を
実
践

す
る
建
築
家
や
工
務
店
な
ど
、

九
州
各
地
の
山
や
町
か
ら
の
参

加
を
募
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
っ

て
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り

地
域
の
森
林
資
源
を
生
か
し
た

二
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
と
森

づ
く
り
を
実
現
し
よ
う
と
い
う

特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
す
。

九
州
各
地
で
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開

き
、

今
回
初
め
て
離
島
で
あ
る

屋
久
島
で
の
開
催
で
し
た
。

当
日
午
前
中
は
基
調
講
演
と

し
て
、

藤
森
隆
郎
氏
（

元
森
林

総
合
研
究
所
）

に
、

屋
久
島
の

森
の
成
り
立
ち
か
ら
森
の
楽
し

み
方
な
ど
森
林
生
態
系
の
魅
力

に
つ
い
て
、

ま
た
、

柴
崎
茂
光

氏
（

国
立
歴
史
民
族
博
物
館
准

教
授
）

か
ら
は
世
界
自
然
遺
産

の
意
義
と
課
題
と
し
て
、

貴
重

な
屋
久
島
の
資
源
を
活
か
し
た

屋久島生態系モニタリング ～

自
然
の
豊
か
さ
と
共
存
す
る
暮
ら
し
～

日
当
た
り
の
よ
い
山
野
に
生

え
る
多
年
草
。

高
さ
七
〇
㎝
～

一
ｍ
。

オ
ニ
ユ
リ
に
比
べ
全
体

的
に
小
型
で
、

花
も
径
七
～

八

㎝
と
や
や
小
さ
い
。

花
は
朱
赤

色
で
斑
点
は
黒
紫
色
。

葉
の
わ

き
に
オ
ニ
ユ
リ
の
よ
う
な
ム
カ

ゴ
は
つ
か
な
い
。

花
期
は
六
～
七
月

コオニユリ
(ユリ科）

屋久島の植物

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で
は

、
屋
久

島
の
植
物
相
を
紹
介
し

、
植
物

種
を
ア
イ
ウ
エ
オ
順
で
検
索
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

。
解

説
と
写
真
は

、
全
て
職
員
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
も
の
で
す

。
今
後
も

さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
ま
す

。

屋
久
島
の
植
物
を
九
州
森

林
管
理
局
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

地
域
振
興
を
図
る
た
め
、

全
国

各
地
の
事
例
を
踏
ま
え
た
提
言

な
ど
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
九
州
内
の
林
業
の

本
誌
洋
上
ア
ル
プ
ス
の
「

屋

久
島
の
植
物
」

コ
ー

ナ
ー

で
紹

介
し
て
き
た
植
物
は
、

一
八
〇

種
を
超
え
ま
し
た
。

今
回
、

九

州
森
林
管
理
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で
そ
の
殆
ど
を
掲
載
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
の
で
、

お
気
軽

に
ご
活
用
下
さ
い
。

ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
先
立

ち
、

島
外
か
ら
の
参
加
者
に
は

一
三
日
に
ヤ
ク
ス
ギ
を
間
近
に

体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、

自
然

休
養
林
の
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
な

ど
を
散
策
し
て
も
ら
い
、

自
然

の
豊
か
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

森
林
管
理
署
で
も
案
内
役
を

務
め
る
な
ど
、

フ
ォ
ー

ラ
ム
の

開
催
に
一
役
買
っ

た
と
こ
ろ
で

す
。

参
加
者
は
、

屋
久
島
の
自

然
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
感

激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ナ
ゲ
の
開
花
は
少
な
く
、

登
山

に
は
物
足
り
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季

節
で
あ
り
、

国
際
森
林
年
と
し

て
森
と
親
し
む
こ
と
を
推
奨
し

て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
、

安

全
で
快
適
な
登
山
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

先
進
地
・
業
界
か
ら
各
取
組
事

例
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
、

佐
藤
宣
子
氏

（

九
州
大
学
大
学
院
教
授
）

を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
迎
え
、

屋
久
島
の
森
林
と
人
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、

関
係
深
い
方
々

を
パ
ネ
ラ
ー

に
、

基
調
講
演
の

先
生
方
を
交
え
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス

カ
ッ

シ
ョ

ン

が

行

わ

れ

ま

し

た
。

そ
の
中
で
は
屋
久
島
の
魅

力
や
自
然
と
の
関
わ
り
、

屋
久

島
の
資
源
の
持
続
的
な
利
用
に

つ
い
て
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
パ
ト
ロ
ー
ル パネルディスカッションの様子

新
緑
の
山
並
み

シ

ャ
ク
ナ
ゲ


